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旧邸と新邸の活性化 CD４+T 細胞比率(医学的)とダニアレルゲン

(工学的)での変化を示したものです。 

殆どの患者が活性化 CD４+T 細胞比率、ダニアレルゲン量、の両方

の数値が減少しています。 

つまり、ＨＡＳによってダニアレルゲンが減ったため、気道の炎症

を示す活性化 CD４+T 細胞比率が下がったということです。 

医学的にアレルギーの改善がみられ、工学的な面との相関関係が認

められます。 
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